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足立の空に夏が来た

第16回足立の花火　7月28日(木)
午後7 時15分～8 時45分

※荒天の場合は29日に順延

ドッカーンと8, 000発

荒川河川敷( 千住新橋～西新井橋間)

七
コ
沚

、
气
こ
な
月
確

が
予
忠
さ
れ

ま
す

観
覧
笘
・
に
つ
い
て
は
、
弌
の
心

に
ご
汗
弓
く
だ
さ
い

□
会
場
で
ご
覧
の
皆
さ
ん
へ

、
亡
へ
ニ
ニ
ヒ
に
A
j
に
は
へ
ら

な
い
で
く
だ
さ
卜

'
幵
倥
新
麿
、
西

新
り
恰
に
か
ら
・
う
叫
≒
Ξ
よ
て
す

匸
、
毎
に
は
ド
輛
ス
ヘ
1
-
ス
か
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
い
い
吐
中
に
よ
る
ご
刺
叱
は

こ
還
ぶ
冫
ヽ
た
さ
い
一
コ
ミ
は
所
定
の

蜥
宍
と
捨
て
く
だ
さ
い
ふ
・
な
お

会
場
内
に
警
察
・
、
萌
巧
の
な
疋
、
狡
護
『

所
を
投
け
て
い
ま
す
緊
包
の
場
≒
に

は
、
二
朗
円
く
だ
さ
い
、
ま
た
、
【
め
ぐ

り
あ
い
の
擶
石
才
皿
と
庖
出
見
の
2

ヵ
所
、
区
1
蔦
T
を
設
置
し
ま
す
の

で
ノ
う
ち
白
D
せ
蓴
に
二
刈
田
く
だ
さ
I

□
ド
ーフ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

匸

六
跼
固
辺
の
迢
笆

自
2

リ
ざ
茆
ご

は

、
午
汝
6

畤
か
ら
蠅

厶

七

の
り
滸
3
0

分
ま
で

冂
動
市
は
沌
に
衽

止
と
な

り
ま
す

二
口
紅
混
皿
一
十

高
言

、綸
1

住
所
鴎
ラ
ン

プ
の
出
人
り
二

言

ま
せ

ん

ま
た
、
千
汀
新
吟
心
川

出
一一
も
口

田
で
き
ま
せ
ん

□
会
場
付
近
の
皆
さ
ん
へ

危
険
物
瓷
設
、
特
殊
可
叫
物
貯
蔵
所
男

へ
、
防
災
シ
ー
ト
を
か
け
る
な
ど
の
監

悦
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
㈲
辺
の
企
業
・
営
業
所
の
皆
さ
ん
へ

。
范
人
を
美
し
く
兒
る
た
め
に
、
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
の
消
灯
に
ご
協
力
を
お
』顎
い

し
ま
す

問
先

咀
ヤ
区
観
光
協
ぺ匸

巾
央
心
町
T

西
・
痩
裳
振
興
課
内
)

{
`
言
8
8
0
匸
D
1
9
1

図一1 立入禁止区域・観覧場所辱

図2交通規制案内(午後6時～9時30分)

体
の
不
自
由
な
方
に

『
あ
だ
ち
広
報
』
を
郵
送
し
ま
す

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
区
の
情
報
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
、次
の
屶
に
・
あ

だ
ち
ム
夘
川
日
、2
5
日
号
を
、厄
回

郵
送
し
ま
す
対
象
・
-
区
内
陸
佐
y

新
聞

釶
売
、
毎
日
、
産
経
、
朝
日
、

東
京
、
日
経
)
を
と
っ
て
い
な
い
厂
高

齢
逎
洙
の
卜
円
山
な
乃
、
ま
た
は
障

害
の
あ
る
り

ぞ
い
ず
れ
も
X
の
施

や
駅
の
ス
タ
ン
ド
、
郵
使
い
に
二
報
玳

を
取
0
こ
卜
け
な
に
い
排
肖
屶
り
ま
す

申
込
芍
气
ド
Λ
X
、ま
た
は
陷
カ

キ
・
ヤ
F
I
X
、(
カ
キ
の
跼
台
は
、-

郵
丱
入价

り
、
俚
气

氏
气

巾
啣一
、
電

話
番
弓

、
ざ
躙
池

望
の
押
白

頑

だ

け

を
叫

元

申
・
問
先

卜
倥
土

工

∵

二
報
蹂

〒
汐
・し
寸
1
1
1
8

晋
一
り
丶
y
s
り
』
1
‘
1
1
1
に

F
χ
χ
‥
-
い
s
。1
、し
り
・
1
囗

7 月は青少年を非行からまもる

全国強調月間です

友
代
を
則
う
青
レ
年
を
健
全
に
弯
戈

才
♀
三
は
、
旧
民
全
6
が
取
り
紕
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す

少
年

即
0
1は
、
昭
印
5
8侑
を
ピ
ー
ク
と
し

や
や
心
少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と

し
て
注
意
を
要
す
る
水
準
で
推
移
し
て

ま
す

フ
ふ
き
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
み

や
放
置
自
転
車
の
横
領
等
初
発
聖
非
行

の
多
発
、
実
母
や
実
父
投
人
、
ス
ー
パ

ー
強
盗
な
ど
凶
悪
事
件
の
発
生
、
哢
恚

族
に
よ
る
暴
走
行
為
の
頻
発
、覚
醒
(
か

く
せ
い
)
胴
乱
吊
ヤ
ー年
や
、
呪
力
ぽ
胴

が
関
り
す
る
錙
罪
に
よ
る
被
害
少
年
の

増
加
、
汽
夕年
を
取
り
作
く
哇
幺
環
境

の
悪
化
な
ど
、
臭
覿
を
忤
さ
な
い
状
況

で
すそ

こ
で
、
7
卜
を
『
占
ヤ
印
を
非
肘

か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
日
凹

と
し
、

関
係
賤
闃
、
関
係
沛
ぽ
、
地
域
俚
又
等

が
、
や
り
に
対
す
る
片
通
の
理
解
と
認

識
を
深
め
、
非
行
防
二
の
た
め
の
全
国

的
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

嬰
ご

区
で
も
、
齊
レ
年
対
策
匙
区
委
図
会
を

は
じ
め
と
し
て
、
闃
係
剛
仁
に
よ
る
街

頭
指
刄
や
各
4
ス
ポ
ー
ツ
しへ
会
、
講
演

会
な
ど
、
様
々
な
健
全
意
輿
晒
動
を
卜

つ
で
い
ま
す

□
平
成
5
年
足
立
区
に
お
け
る
少
年
非

行
の
概
要

少
年
非
行
・
補
導
さ
れ
た
非
行
ヅ
阻
は

矜
2
3
九
で
、
的
年
よ
り
9
-
1
气
1
0
・
―

%
の
僧
吶
惚
内
容
は
、
リ
ツ
き
、
オ
ー

ト
バ
イ
・
自
転
車
の
盗
み
な
ど
が
多
く

全
体
の
7
2
・
4
%
を
占
め
、
過
去
1
0
年

間
で
最
多
補
導
率
と
な
っ
て
い
ま
す

中
心
年
齢
は
、
1
8
～
珀
歳
で
9
9
一
・
3
ヤ

を
占
め
て
お
り
、
少
年
茴

汀
の
高
年
鵬

化
か
伺
わ
れ
ま
す
厂

ふ

し

、
氏
価
齢

哨
の
1
3
歳
淞
満
ツ
年
の
哺
4

芍

こ

な

い
も
の
の

、
前
年
と
比
べ
る
と
2

感
八

匚
の
崩
加
で

、
皿
し
て
輿
観
は
耳
さ
れ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

竹

丿
哺
4

数

は
川
人
で

、
佃
工
供
少
で
あ
っ
た
前
年

よ
り
2
2
人

、
口
・
8

≒
の
翊
屶
で

、
乙卜

仏
に
占
め
る
割
二

は
2
0
・
3

ハ
・
と
な
り

ま
し
た

不
良
行
為
少
年
補
導
数
は
2
や
1
1
1
气

で
、
前
年
よ
り
m
八
川
・
3
一
乙
減
ヤ

し
ま
し
た
内
容
は
、
ぷ
咫
は
い
か
い

が
知
人
で
4
7
・
1
气
囑
哩
が
砂
ぺ
て

3
4
・
8
鯔
と
な
っ
て
い
ま
す
T
へ
蓙

齢
は
卜
～
1
7
巌
で
ヤ
休
の
6
2
・
3
二
を

占
め
て
い
ま
す

攵
L

哺
4

数
は

、
濮

人
で

、
前
年
よ
り
圈
人
廿
レ
し

企
休

に
占
め
る
割
(
一
は
卜
・
7

に
と
な
り
ま

し
た

青
少
年
課

『

本
庁
舎
跡
等
利
用
基
本
計
画

が
ま
と
ま
り
ま
し
た

区
で
は
、
平
成
8
年
5
月
の
統
二
‥
新

j
y
ツ
巾
失
へ
よ
-
-
y
リ
ー
ベ
の
移
転

を
控
え
、
t
卜
衣
淤
不
住
一
丁
凵
・

の
り
川
に
つ
い
て
叫
討
を

。
0つ
て
き
ま

し
た

涓
堕
1
川
に
は

岑
T

心
‥
跡
利

国
社
刄
審
議
全

か
ら

、
見

残
頡
茫
茫

冥
の
巾
呎
と
な
る
活
力
祭

口

と
し
て

、

ホ
テ
ル
を
螟
と
し
た
複
ぺ
扁

斑

を
導
入

す
る
と
い
う
衿
申
が
な
さ
れ
ま
し
尽

こ
の
阿
ぷ
を
そ
け

、
区
は
基
木
構
想
を

玉
{
心
し
い
計
画
を
進
め
て
い
ま
す

。
そ

し
て

、
}
一
の
た
び

戻

ヤ
‥区
木
庁
舎
跡

了
刈
甲
二
・・
。斑
・
恁
夲
計
画

」
を
ま
と
め

ま
し
た

。
そ
の
概
要
は

、
次
の
と
お
り

で

す
□
開
発
目
標

∵
地
域
商
京
竃
展
の
巾
咳
と
な
る
睡
句

拠
尚
を
形
岐
し
ま
す

∵
良
好
な
配
巾

吩
覡
と
れ
b
環
境
を
削
り
ま
す

〉
卜

倥
地
卜
の
防
災
活
虻
印
回

匸
て
整
備

し
ま
す

□
施
設
計
画

∵
ホ
テ
ル

面
堂

、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宴

会
場
、令
礼
施
験
な
ど
二

基
七
的
な

考
え
ケ
:
地
域
の
ぢ
々
が
利
明
し
や
す

い
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
と
す
る

運
営
形

態
・
:陝
已
霆
乱
市
活
性
匕
セ
ン
タ
ー
が

所
有
し
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
民
間

の
ホ
テ
ル
会
哇
に
委
託
し
て
質
の
亮
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
烝

〉(
仮
称
)
産
業
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

谷
囗
的
ホ
ー
ル
ニ
ジ
議
室
、
研
修
室

な
ど
)

ご
公
共
駐
車
場

・
約
膕

獄

ペ
回

〉
そ
の
他

、
山
回
内
座
刊
者
の
た
め
の

序
列
味
や
防
災
備
亟
卜
乖

、C

Λ
T
V
　
(

ケ
ー
フ
ル
テ
レ
ビ
ー・
拠
宀
葹

設
な
ど

が
配
置
さ
れ
ま
す

今
後
は
、
区
議
余
に
設
ぎ
さ
れ
た
・
訌

T
忿
跡
利
用
建
設
y
画
調
査
持
引
委
口
「

会

」
で
審
議
し
な
が
ら

、
汁
元

を
淮
め

て
い
き
ま
す

、

※
へ
庁
舎
跡
利
用
対
策
審
議
会
…

学
蔵

者
、
区
議
会
議
輿
、
X

内
関
係
者
団
仁

代
八

等
四
一
人
で
構
成
さ
れ
、
平
裏
1

年
6

凵
‥
か
ら
審
廠
が
進
め
ら
れ
ま
し
た

問
先
=

千
汪
心
ビ
淤
・
か
出
諢

昔
'
、、
3
8
8
9

】
-
1
1
1

、氏

毎月1 日( EXP) ・10日 ・25日 発行
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年

金

2
0歳
に
な
っ
た
方
は
、学
生
も

国
民
年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

平
成
3
年
4
月
1
日
か
ら
、
2
0歳
以

上
の
学
生
の
方
も
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
2
0歳
か
ら
加

入
し
て
6
0瞋
ま
で
の
4
0年
間
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
6
5歳
か
ら
満

額
の
年
金
受
給
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、
障
害
年
金

が
支
給
さ
れ
ホ
歹
し
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は
免
除
制
度
も
あ
り
ま

す
。
加
入
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方

は
、
お
近
く
の
区
民
事
務
所
ま
た
は
国

民
年
金
屎
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
先
9
加
入
に
つ
い
て
・
:適
用

係豐
(
3
呂
)
5
1
5
1

免
除
に
つ
い
て
…
保
険
料
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す
。

6
0歳
説
明
会

日
時
=
7
月
1
9
日
(
火
)
、午
前
1
0
時
と

午
後
2
時
の
2
回
(
受
付
は
開
始
3
0
分

鵈
か
ら
)
場
所
=
中
央
本
町
庁
舎
3

階
会
議
室
対
象
=
昭
和
9
年
8
月
2

日
～
昭
和
9
年
9
月
1
日
生
ま
れ
の
方
　

(対
象
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
)

内
容
=
年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給
手

谺
き
/
個
別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

`
一
一
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

出
張
相
談

日
程
等
=
表
―
内
容
=
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど
梅
田
区
民
事
務
所
で
は
、夜

間
も
相
談
を
行
い
ま
す
。(
午
後
6
時
～

午
後
8
時
)

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
推
進
係

゛
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表1　 ねんきん出張相談日程

福

祉

申
請
し
て
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
、各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。障
害
「視
覚
、聴
覚
、平
衡

機
能
、音
声
、言
語
、そ
し
ゃ
く
機
能
、

肢
体
不
自
由
、心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、

ぼ
う
y
」う
ま
た
は
、直
腸
、小
腸
機
能
)

の
程
度
に
よ
り
、―
～
6
級
の
等
級
が

あ
り
ま
す

。
手
帳
の
交
付
に
必
要
な
診

断
一
(

各
福
祉
事
務
所
に
あ
ひ
ま
す
)

の
費
用
の
う
ち
一
部
(

内
部
障
害
は
1

千
円

、
そ
の
他
の
障
害
は
2

千
円
が
限

度
)

を
区
が
補
助
し
ま
す

。
な
お

、
手

帳
取
得
後
は

、
補
装
具

。
日
常
生
活
用

具
等
の
給
付
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す

。

申
・
問
先
=

各
福
祉
事
務
所

(表
2
)

□
愛
の
手
帳

知
的
障
害
者
(
児
)
の
方
が
各
種
の

援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
帳
で

す
。障
客
の
程
度
で
1
～
4
度
の
等
級

が
あ
ひ
ま
す
。

申
・
問
先
‥
1
1
8歳以

上
の
方
…
都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

昔
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1
1
8

歳
未
満
の
方
…
都
・
足
立
児
童
相
談

所

・一一
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
の
方
は
、

福
祉
事
務
所
へ
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
/

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
/
死
亡
し
た
と

き
/
手
帳
を
紛
失
・
破
損
し
た
と
き

問
先
‥‥各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

ご
利
用
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

国
民
宿
舎
が
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。

場
所
9
熱
畜
、
軽
井
沢
な
ど
H

力
所
(
表
3
)

対
象
1
毋
毒
死
は

父
子
家
庭
の
方

宿
泊
料
‥
l無
料
(
年

度
内
2
泊
ま
で
)
※
入
湯
税
や
季
節
に

よ
る
特
別
宿
泊
料
金
と
の
差
額
等
は
自

己
負
担

申
や
I
各
施
設
へ
直
接
予
約

(
必
ず
足
立
区
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ

ー
ム
利
用
と
I筥
っ
て
く
だ
さ
い
)
予
約

後
、
各
福
祉
事
務
所
ま
た
は
児
童
助
成

係
の
窓
口
で
、
利
用
券
を
交
付
(
母
子

年
金
・
児
童
扶
養
手
当
証
S

、
児
童
育

成
手
当
支
払
通
知
夥
な
ど
、
ひ
と
n
藾

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
と
印

か
ん
を
持
参
)

申
・
問
先
=
各
福
祉

事
務
所
(
表
2
)
ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・

児
童
助
成
係

表2　 福祉事務所一覧

表3　 ひとり親家庭休養ホーム契約施設

● パンフレット の「 鳰の輿荘」電話曷号が 誤っ てい

ます。 上記 の番号で予約 ・a 問い合オつせください

1
0月
1
日
か
ら
所
得
制
限
が
な
く
な
り
ま
す

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

1
0月
1
日
か
ら
所
得
制
限
が
な
く
な

り
ま
す
。3
歳
禾
満
の
お
子
さ
ん
が
い

て
現
在
医
9
証
啻
お
持
ち
で
な
い
ご
家

庭
に
医
療
費
助
成
制
度
の
申
請
書
を
郵

送
し
ま
し
た
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
期
限
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す

で
に
申
請
を
し
た
方
は
提
出
は
不
要
で

す
。

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
方
=
生

活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
/
心
身
障
害

者
医
療
証
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
を

持
っ
て
い
る
/
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
。

□
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
現
況
届

を
お
送
り
し
ま
す

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
制
度
を
受
け

て
い
る
方
に
、
現
況
届
を
お
送
り
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
(
切
手
不
要
)
で
7
月
2
9

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況

届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
1
0月
1
日
以
降

の
医
療
証
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

-

い
ず
れ
も
ト
ト

問
先
1
千
庄
本
庁
舎
・
児
童
医
療
係

届
き
ま
し
た
か
(福
)医
療
証

咎
老
人
医
療
費
助
成
制
度
は
、
保
険

診
療
の
自
己
負
担
額
(
本
人
一
部
負
担

金
を
除
く
)
を
助
成
す
る
都
の
制
度
で

す
。
区
で
は
該
当
す
る
方
に
、
7
月
1

日
か
ら
有
効
鳳
厦

療
証
を
送
り
ま
し

た
。
受
給
資
格
が
あ
る
の
に
澡
医
療
証

が
届
か
な
い
方
、
最
近
転
入
し
て
ま
だ

申
請
を
し
て
い
な
い
方
な
ど
は
、
お
問

い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

対
象
=
区
内

に
住
所
が
あ
り
、
大
正
1
3年
7
月
2
日

～
昭
和
4
年
7
月
3
1日
生
ま
れ
の
方
/

国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び
社
会
保

険
な
ど
の
被
扶
貧
者

交
付
で
き
な
い

カ
ユ
堊
(
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
/
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
/
社
会
保
険
の
被
保
険
者
本
人
/

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

※
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
(
表
4
)

問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
高
齢
者
医
瘠一係

表4　( 福) 医療証所得制限限度額

● 扶養人敵が3 人以 上の場合

は、1 人増すご とに35万円
を加算する

豪扶養親族が特定扶養親族　　

( 16歳～22歳) の謁合は、15　
万円を加算する( 特定扶養
親族が1 人の場合は、5 万
円のみの加算)

豪扶 養親族が老 人扶 養親族
( 70 瘋以上)の場合は、10万
円を加算堽る( 老人扶養観
族 か1 人の場 合は 加算な

し)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
2
)

徳
川
幕
府
が
。
統
治
の
基
盤
と
し

た
の
が
「
士
・
晨
・
エ
・
商
」
と
い

わ
れ
る
身
分
制
度
で
す
。

こ
の
身
分
制
度
に
よ
っ
て
、
職
業

や
結
婚
に
至
る
ま
で
制
限
が
加
え
ら

れ
、
そ
の
身
分
が
世
襲
さ
せ
ら
れ
る

ぷ
つ
に
な
っ
た
の
で
す
。

徳
川
幕
府
は
、
こ
の
身
分
制
度
を

い
っ
そ
う
強
固
に
す
る
た
め
、
士
・

農
・
工
・
商
の
下
に
「
え
た
・
ひ
に

ん
」
(
注
)
と
い
う
、
さ
ら
に
低
い
身

分
を
つ
く
り
、
こ
れ
ら
の
人
ぴ
こ
の

居
住
地
を
制
限
し
、
住
居
の
移
転
を

禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
n

と
他
と
の
区
別
を
つ
け
て
、
差
別

を
徹
底
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
部
落
盖
別
の
は
じ
ま
り

で
す
。

(注
)
文
中
に
「
え
た
・
ひ
に
ん
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

江
戸
時
代
の
身
分
制
度
の
説
明
の
た

め
使
用
し
た
も
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
ぷ
7
な
言
葉
や
表
現
は
。

一
般
的
な
日
常
会
話
や
文
章
に
使
わ

れ
穿
y
と
、
そ
れ
が
意
識
し
て
い
な

く
て
も
、
大
を
侮
辱
し
、
人
の
い心
を

傷
つ
け
、
身
分
に
よ
る
差
別
、
人
権

侵
害
と
い
う
問
題
に
な
り
‘
'ヂ
。
こ

の
ぶ
7
な
意
味
を
十
分
ご
理
解
の
う

え
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

O
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
千
住
本
庁
舎
向
和
対
策
相
当
へ

掲
示
板

□
東
京
都
職
員
採
用
Ⅲ
類
・
経
験
者

採
用
試
験
Ⅲ
類
…
東
京
都
一
般
職

員
(
事
務
・
土
木
・
建
築
・
機
械
・

電
気
・
水
質
検
査
)
、警
視
庁
職
員
(
事

務
・
電
気
)
、東
京
消
防
庁
職
員
(
事

務
)
経
験
者
…
東
京
都
一
般
職
員
　

(
事
務
・
土
木
・
建
築
・
機
械
・
電

気
)
、警
視
庁
職
員
(
建
築
・
機
械
)
/

Ⅲ
類
・
:
昭
和
4
8
年
4
月
2
日
～
昭
和

り
一
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
、経
験

者
…
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
～
昭
和
4
1

年
4

月
1

日
生
ま
れ
で
職
務
経
験
5

年

以

上
/

試

験

日
=
9

月
1
8

日

(日
)
/

郵
送
は
8

月
2
2
日
(
月
)
消

印
有
効

、8

月
2
3
・
2
4日
に
都
庁
第

二
本
庁
舎
I

階
で
受
け
付
け

都
・

人
事
委
員
会
試
験
課

昔
(
5
3
2
0
)
6
9
5
2

□
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

1
0
月
生
募
集
7
月
1
日
～
7
月
1
8

日
/
昼
間
部
…
ビ
ジ
ネ
ス
経
理
科
、

ト
レ
ー
ス
科

夜
間
部
…
自
励
車
整

備
科
、
電
気
工
事
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
経

理
科
、
ト
レ
ー
ス
科
/
各
3
0人
/
訓

練
期
間
は
6
ヵ
月
間
/
都
立
足
立
高

等
職
業
技
術
専
門
校

昔
(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

□
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「東

亰
発
人
権
と
ふ
れ
あ
い
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
7
月
3
日～
2
8
日
、
午
前

1
0
時～
午
後
5
時
/
都
庁
都
民
広
場

他
/
企
画
展
「
人
権
と
ふ
れ
あ
い
の

発
信
基
地
」、人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
/
都
・
総
務
局
同
和
対
策
部
企
画

指
導
室

登
(
5
3
8
8
)
2
5
8
8

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
第
1
4
回
夏
休
み
親
子
キ
ャ
ン
プ

8
月
9
1
一～
2
3
日
の
2
泊
3
日
/
福
島

県
那
須
甲
子
少
年
自
然
の
冢
/

聊
人

(
先
着
順
)
/

大
人
1

万
7

千
円
、
子

供
1
万
6

千
円
/

電
話
/
7

月
3
1
日

ま
で
に
/

星
の
会

佐
々
木

S
(
3
8

～
)
4
4
2
6

☆
第
2
0
回
足
立
区
障
害
者
夏
ま
つ
り

7
月
2
4
日
(
日
)
、
午
後
3

時
3
0
分

～

午
後
8

時
(

雨
天

決
行
)
/

バ
ザ

1
、
模
擬
店
等
/
都
立
城
北
養
護
学

校

栗
林

'一一
(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

☆
交
通
遺
児
毋
の
会
バ
ザ
ー
9
月

2
3
日
(
祝
)
、午
前
9
時
～
午
後
4

時
/
物
品
の
提
肚
一
を
/
交
通
遺
児
毋

の
会
昔
(
3
4
6
1
)
6
5
3
4

☆
ビ
デ
オ
上
映
会
7
月
2
3
日
(
土
)

午
後
2
時
～
4
時
/
宇
宙
よ
り
地
球

環
境
を
考
え
る
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ

ア
/
往
復
(
ガ
キ
で
申
込
/
足
立
地

球
の
会

寺
山

舎
人
5
-
2
5
-
2
3

雲
(
3
8
9
7
)
5
8
2
4

〔ひろば〕☆身体障害者の通所施設「青井あかしあの家」では、看護婦を募集していま芍/・*5( 3848) 4478 永山
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健

康

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

□
消
化
器
が
ん
検
診

検
診
日
・
場
所
=
表
5

対
象
=
3
5歳

以
上
の
区
民

申
込
=
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、

性
別
、電
話
番
号
、検
診
日
、場
所
(
第
3

希
望
ま
で
)
、消
化
器
が
ん
検
診
希
望

と
明
記

期
限
=
8
月
に
受
診
を
希
望

す
る
方
は
7
月
2
0日
/
9
月
、1
0月
に

受
診
を
希
望
す
る
方
は
受
診
希
望
の
前

月
2
0日

※
受
診
票
は
、
検
診
日
の
前

月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

□
女
性
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に

役
に
立
つ
検
診
で
す
。
対
象
=
3
0歳
以

上
の
区
民

場
所
=
区
内
契
約
医
療
機

関

受
診
日
=
受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
、
受
診
医
療
機
関
と
相
談
の
う
入
受

け
て
ぐ
だ
さ
い

申
込
=
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
号
、
女
性
が
ん
検
診
希

望
と
明
記

□
成
人
健
康
診
査

心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気
や
糖

尿
病
。
高
血
圧
、
高
脂
血
症
等
に
つ
い

て
調
べ
る
基
本
的
な
も
の
で
す
。

対

象
り
4
0歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
4
年
4
月
1

日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

場

所
=
区
内
契
約
医
療
機
関

受
診
期
間
9

翌
年
3
月
ま
で

申
込
=
(
ガ
キ
に

住
所
、氏
名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
号
、
成
人
健
康
診
査
希

望
と
明
記l

、‘
r
h
y
卜

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防

係

〒
1
2
0千住
1
-
4
-
1
8

表5　 消化器がん検診日程

食
生
活
講
演
会

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
と
と
の
え
る

運
動
と
食
生
活

の
工
夫
」

日
時
=
7
月
2
6
日
(
火
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
気
に
な
る
方

内
容
り
高
脂
血

症
の
し
く
み
/
日
常
生
活
の
効
果
的
な

見
直
し
方
/
脂
質
代
謝
と
運
動
と
栄
養

の
関
係

講
師
=
坂
本

歩
(
健
康
づ
く
り
推
進

セ
ン
タ
ー
医
師
)

定
員
八
J
人
(
先

着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

食
と
健
康
教
室

「
ク
ッ
キ
ン
グ
で
親
子
の
ふ
れ
合
い
を
」

日
時
=
7
月
2
1
・
2
7
日
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
-
1
日
目
=
・
調

理
実
習
と
試
食
2

日
目
・
:ゲ
ー
ム
と

運
動

持
ち
物
=
1
日
目
・
:小
皿
と
は

し
、
筆
記
用
具
/
2
日
目
…
運
動
し
や

す
い
服
装
、
運
動
靴

対
象
9
小
学
校
1

年
生
～
6
年
生
ま
で
の
親
と
子

定

員
=
1
5組
(
先
着
順
)

費
用
り
無
料

問
先
―
足
立
保
健
所

`
‥
一
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

国

保

国
民
健
康
保
険
料

均
等
割
額
と
料
率
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
の
所
得
割
額
は
、

庄
民
税
額
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
6
年
度
は
住
民
税
の
減

税
の
た
め
、
従
来
の
保
険
料
算
定
に
よ

る
収
入
で
は
保
険
料
も
減
収
と
な
り
、

医
療
費
な
ど
の
支
払
い
が
ま
か
な
い
き

れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
6

年
度
に
つ
い
て
は
保
険
料
の
料
率
の
見

直
し
を
行
い
、
保
険
料
が
減
税
前
の
額

を
超
え
な
い
範
囲
で
次
の
よ
う
に
均
等

割
額
を
引
き
下
げ
、
住
民
税
額
に
か
け

る
料
率
(
所
得
割
額
)
を
引
き
上
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
民
健

康
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め

の
改
定
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

均
等
割
額
=
1
万
5

千
鶫
円
(
改
定
前
1
万
6
千
崩
円
)

料

率
=
1
・
3
3
7
(

改
定
前
1

・
0
7
)

※
平
成
6
年
度
の
み
の
改
定
で

す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格

賦
課
係(3

8
8
0
)
5
1
3
1

保
険
料
の
減
額
制
度

災
害
に
あ
っ
た
り
、
自
営
業
の
方
が

倒
産
・
破
産
し
た
な
ど
で
収
入
が
極
端

に
少
な
く
な
っ
て
生
活
に
困
り
、資
産
、

能
力
の
活
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険

料
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

に
は
、
保
険
料
の
所
得
割
額
を
減
額
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。(
6
ヵ
月
を
限

度
)
た
だ
し
、
通
常
の
失
業
・
退
職
、

病
気
な
ど
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
申
請
さ

れ
る
方
は
、
電
話
な
ど
で
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

。
な
お
、
減
額
で
き
る
の

は
、
申
請
月
以
降
の
保
険
料
で
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

国
保
保
険
料
納
入
通
知
書

2
1日
に
お
送
り
し
ま
す

7
月
～
9
月
分
納
付
書
お
よ
び
一
括

払
込
用
(
全
納
用
)
納
付
書
を
、7
月
2
1

日
に
郵
送
し
ま
す
。
今
年
度
の
住
民

税
確
定
に
伴
い
、
改
定
し
た
均
等
割
額

と
料
率
で
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
6
年
度
住
民
税
が
確
定
し
て

い
な
い
方
(
申
告
が
遅
れ
て
い
る
場
合

な
ど
)
は
、
平
成
5
年
度
の
庄
民
税
に

基
づ
い
て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
方
に
は
、
今
年
度
住
民
税
が
確

定
し
た
時
点
で
、
正
し
い
保
険
料
に
変

更
し
た
納
入
通
知
斟
を
お
送
り
し
ま

す
。

問
先
9
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格

賦
課
係(

3
8
8
0
)
5
1
3
1

生

活

環

境

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

対
象
地
域
=
表
6

こ
の
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化

工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=

都
・
下
水
道
局
小
菅
分
室

?
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
り
中
央
本
町
庁

舎
・
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表6　 水 洗 化 可 能 地 域

日
暮
里
・
舎
人
線
の

都
市
計
画
素
案
に
関
す
る

説
明
会
を
行
い
ま
す

都
で
は
、日
暮
里
・
舎
人
線
の
都
市
計

画
素
案
を
作
成
し
、
そ
の
説
明
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時
=
7
月
2
6

日
二
限
小
学
校

了
月
2
7日
…
扇
中

学
校

了
月
2
8日
:
鹿
浜
第
一
小
学
校

7
月
2
9日
…
舎
人
ホ
学
校

時
間
=

い
ず
れ
も
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

間
先
=
千
住
本
庁
舎
・
交
通
計
画
課

都
・
都
市
計
画
局
交
通
企
画
課

(
5
3
8
8
)
3
2
8
6

都
・
建
設
局
計
画
課

(
5
3
2
0
)
5
3
2
6

東
京
都
地
下
鉄
建
設
㈱
新
交
通
シ
ス
テ

ム
建
設
部

(
3
8
1
6
)
5
7
0
7

建
設
工
事
施
行
統
計
調
査

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

調
査
対
象
の
事
業
所
に
は
調
査
`
霎

郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

期
限
1
7
月
2
0日

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
統
計
係

(
3
8
8
0
)
5
0
3
3

募

集

家
庭
福
祉
員
・
児
童
緊
急
一
時
保
護
者

□
家
庭
福
祉
員

昼
間
動
め
て
い
る
た
め
、子
ど
も
(
生

後
5
週
間
以
上
3
歳
未
満
の
乳
幼
児
)

の
世
話
が
で
き
な
い
お
母
さ
ん
の
代
わ

り
に
、そ
の
子
ど
も
を
保
育
す
る
仕
事

で
す
。対
象
り
区
内
に
居
住
す
る
2
5

歳
～
6
0
歳
ま
で
の
保
母
、教
員
、看
護

婦
、
ま
た
は
助
産
婦
の
資
格
を
お
持
ち

の
方

□
児
童
緊
急
一
時
保
護
者

出
産
や
病
気
で
子
ど
も
(
生
後
3
ヵ

月
以
上
学
齢
未
満
の
乳
幼
児
)
の
世
話

が
で
き
な
い
お
母
さ
ん
の
た
め
に
、一

時
的
に
そ
の
子
ど
も
を
預
か
る
仕
事
で

す
。対
象
=
区
内
に
居
住
し
、2
5
歳
～

5
0歳
ま
で
の
児
童
の
保
育
経
験
の
あ

る
方

※
施
設
等
に
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。-

い
ず
れ
も
ト
ト
L

申
込
=
社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
育
第
一
係

自
転
車
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
よ
う

最
近
、
自
転
車
運
転
中
の
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
自
動
車
と
同

じ
車
両
で
す
。
正
し
い
乗
り
方
を
し
な

い
と
歩
行
者
な
ど
の
通
行
に
迷
惑
を
か

け
る
だ
け
で
な
く
、
危
険
な
乗
り
物
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
転
車
に
乗
る

と
き
は
。
交
通
亊
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
交

通
安
全
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
Q
)

干
住
警
察
署

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

?
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

口
座
振
替
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座

振
鰆
を
利
用
す
れ
ば
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
て
安
心
で
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

申
込
り
預
金
口
座
の

あ
忝
悛
融
機
関
(
郵
便
局
を
薩
く
)

ま
た
は
区
袒
当
課
窓
口
、
各
区
民
事

務
所
に
、
預
金
通
帳
と
通
帳
印
、
そ

れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参

問
先
=

特
別
区
民
税
・
都
民
税
に
つ
い
て
は
、

納
税
屎(

3
8
8
0
)
5
1
0
1

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保

険
屎

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
国
民
年

金
屎

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す

投
票
所
入
場
整
理
券
は

チ
ケ
ッ
ト
?
　
選
挙
豆
知
識

投
票
日
が
近
づ
く
と
皆
さ
ん
に
届

く
「
コ
コ
選
挙
投
票
所
入
場
整
理
券
」

こ
の
入
場
整
理
券
は
映
画
の
入
場
券

な
ど
と
は
異
な
り
、
こ
れ
が
な
い
と

投
票
所
に
入
れ
な
い
と
か

ま
た

こ
れ
さ
え
持
っ
て
い
け
ば
無
条
件
に

投
票
で
き
る
と
言
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

投
票
所
で
は
、
投
票
し
よ

う
と
す
る
人
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
選
挙
人
本
人
で
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の

確
認
作
業
を
的
確
か
つ
円
滑
に
行
う

た
め
に
交
付
し
て
い
る
の
が
投
票
所

入
場
整
理
券
で
す
。
仮
に
入
場
整
理

券
を
持
参
し
な
く
て
も
、
選
挙
人
名

簿
と
の
対
照
の
結
果
本
人
と
確
認
で

き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
万
一
紛
失

し
た
場
合
で
も
棄
権
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
先
1
千
住
本
庁

舎
・
選
挙
管
理
委
員
会

☆7 月 は固定資産・都市計画税第二期分の納期です。8 月1 日 までに納めてください。/ 足立都税事務所/ ( 3882) 2111
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高
齢
者
向
け
住
宅
の

入
居
者
募
集

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
で
は
、
竹
の

塚
第
一
団
地
3
4
号
棟
高
齢
者
向
け
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
住
宅

は
、
公
団
と
足
立
区
と
の
共
同
事
業
に

よ
り
高
齢
者
の
方
が
自
立
し
た
生
活
を

安
心
し
て
お
く
れ
る
ぷ
7
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
を
は
じ
め
様
々
な
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。
募
集
期
間
1
7
月
2
9
日

～
8
月
2
日
募
集
戸
数
=
!
2
尸
(
I

D
K
)
所
在
地
=
竹
の
罹
3
-
1
1

家
賃
=
8
万
峩
円
～
8
万
6
千
円
(
た

だ
し
、
7
年
3
月
ま
で
)
入
居
時
期

9
即
入
居
可
申
込
資
格
(
年
齢
等
7

月
2
9
日
現
在
)
-
‥
申
し
込
み
本
人
が
満

6
5歳
以
上
か
つ
区
内
在
庄
1
年
以
上
の

次
の
世
帯
…
単
身
世
帯
/
二
人
世
帯

(た
だ
し
、
同
居
者
は
妻
が
満
6
0歳
以

上
、
そ
れ
以
外
は
爾
6
5歳
以
上
)

※

他
に
も
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。
募
集

案
内
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
(
募
集
案

内
は
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
係
に

あ
り
ま
す
)

申
込
方
法
g
募
集
期
間

中
に
現
地
案
内
所
(
竹
の
塚
3
-
H
)

で
各
戸
別
先
着
順
受
付

問
先
h
千
住

本
庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
係

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

ま
た
は
公
団
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
3
4
7
)
4
3
『
f
一
D

沿
道
環
境
整
備
事
業
の

ご
案
内

区
で
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
道
路

交
通
騒
音
に
よ
り
発
生
す
る
障
害
の
防

止
と
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
国
道
4
号
線
(
荒

川
以
北
)
と
環
状
7
号
線
沿
道
に
沿
道

整
備
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
沿
道
整

備
計
画
の
区
域
内
(
沿
道
の
概
ね
3
0
m
)

で
次
の
行
為
を
行
う
場
合
は
、
建
築
厦

認
申
讀
と
は
別
に
当
該
行
為
の
着
手
の
3
0

日
前
ま
で
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(
1
)土
地
区
回
形
質
の
変
更
(
2
)建
築

物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築
(
3
)建

築
物
の
用
途
、
形
態
ま
た
は
意
匠
の
変

更
次
だ
、
沿
道
整
備
計
回
に
伴
う
条
例

施
行
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
の
居
室

(沿
道
の
概
ね
2
0
mの
区
域
内
)
に
対

す
る
防
音
工
事
費
の
一
部
助
成
制
度
や

騒
音
が
背
後
へ
通
り
抜
け
な
い
よ
冫
な

建
物
(
緩
衝
建
築
物
)
の
建
築
費
等
の

一
部
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
問
先
丿
千
住
本
庁
舎
・

ま
ち
つ
く
り
課
事
業
第
二
係

`
一
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

教

育

相

談

学
校
に
行
く
の
夲
澡
が
る
、
言
葉
が

お
そ
い
な
ど
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
お

悩
み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
て
ぃ
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
よ
逧
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
I
午
後
5
時

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先

‥教
育
研
究
所

昔
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
{

‘
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

霓
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
一
話
相
談

日
時
上
毋
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

申
込
先
-
‥
教
育
研
究
所

昔
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

情 報 コ ー ナ ー

あだちまつり

A - Fe st a ' 94 通信
今年の区民 まつり の概要が決定

し まし た。メインキ ャラクタ ーは、
あの ゛Mr . チ ャップン、、、「来 る
とラ ッキ ー! 迦二冫とハッピー 。ク」
をテーマに、 今年も 楽し いまつり
を閧催し ます。 今後のイベント哢
報をお楽し みに。 実施予定日こ10
月8 ・9 日( 二t二・日) 場所=

荒川河川敷虹 の広場、北千住駅西
口籌

～協賛企業を募集しています～　
くわしくは区民まつり委員会事
務局まで。

問先= 足立区民まつり委員会事務
局 く中央本町庁舎・地域振興課育
成係) 133880- 5173

祭りばやしの集い

日時=7 月17 日( 日) 、午前11時開
演 場 所==西 部 区 民 ホ ー ル 内
容= 足立区郷土芸能 保存会の皆さ
んによる祭りぱやし 等の演奏 費
用= 無料 申込= 当 日直接会場へ
問先= 郷土博物館S3620- 9393

本のとらば～ゆ
図書館の本を再活用していただ

くために、希望者に無料で差し上
げます。日時=7月23・24日、午
前10時～午後4時場所=保塚図
書 館( 保塚町7- 16) 問先= 保
塚 図書館33858- 1553

観光協会からのお知らせ

親と子の
リバーウ ォッチン グ

日時=8月20日( 二4二) 、午前9時30
分～午後2時30分場所=千住曙
町船着場～岩淵水門～千住新橋～
東京港～千佳( 水上バス利用)

対象= 観光協会会員 および区内在
住の 親と子( ただし 、小中学生に
限り ます) ※ 大 人のみの申し込
み につ い ては 無 効 とし ます 定
員=120 人程度( 抽 選) 費用= 大
人は観光協会 会員1, 500 円、会員外2, 000

円 子供は全員1, 000 円( い
ずれも昼食 付き、当 日現地支払)
申込= 往復 ハガ キに希望者全員 の
住所、氏 名、年齢、電話番号、会
員・会員 外の別、「リ バーウ ォツチ
ング希望J と明記( ハガキ1 枚に
つき親子4 人まで 申し 込みでき ま
す。返信 ハガ キの表にも住所、氏
名を必ず 記入し てください) ※ 重
複申し込 みは、無効です 期限=7
月28 日消 印有効( 8 月2 日、午

前10時 中 央本 町庁 舎202会 議室で
公開 抽選) 申・問先ご足 立区観
光 協 会リ バ ーウ オ ッチ ング 担当
(中 央本町庁舎・産業振 興課内)
〒120 中央 本町1- 17- 1
153880- 5191

スタンプラリー
特別記念品

豆はっぴ贈呈
区の施設や名所旧跡など区内20

ポイントにあるオリジナルスタン
プを楽しみながら集めていただく　
「あだちスタンプラリー」。10ポイ
ント以上スタンプを集めた方に
は、記念品を用意しています。ま
た、8月1日～31日までの期間は、
先 着300 人の方に 通 常の 記念品 の
ほかに、特別記念品とし てオリジ
ナル豆はっぴを差し上げ ます。ぜ
ひ挑戦し てみてください。 申 ・
問先= 足立区観光協会( 中 央本町
庁 舎・産業振興課内)
03880- 5191

絵画募集 テーマ
「地域の行事と遊び」

青少年健全育 成絵画コンクール
今年は国際家族年です。家族や
地域の人々とのふれあいについて
考えてみようと「地域の行事と遊
びJ をテーマとし、盆踊り、スポ
ーツ大会、ハイキング、公園や広
場での遊びについての作品を募集
します。対象= 区内の小中学生
規格= ハツ切り( 27 × 36cm) から
四ツ切り( 38 × 54cm) で。画用紙

は 横に使 用。彩色・画材は自由 応
募= 作品の 裏に応募票( 学 校名、
学年 、氏 名、作品名) を貼 付し。
学 校を 通じ て応募( 直接 郵送も可)
期限=9 月14日 ※ 入選作品の中
から 数点を「すこや かカレンダ ー」
に掲 載し ます 申・問先= 千住本
庁舎・ 青少年課調整係
B3882- 1111( 代)

国際家族年記念
社会を明るくする運動「区民の集い」

講演会『動物の親は子をどう育てるか』

上野動物園園長　増井光子氏
自然に生き る勳物たち は強くた

くましい子を 。どのよう に生み育
ててい るか。興味深 いエピ ソード
を交え て語る大自 然の子育て論 。
ここに は、現代に生き るわれわ れ
が見失 った自然のはからいの原点
があり ます。
日時=7月19日( 火) 。午後1時～
4 時 場所= 西新井文化ホ ール
(ギ ャラク シティ) 内 容=C> 区
内中学生非 行防止標語 優秀作品の
発 表・表 彰D 講演 … 定 員900 人
〔先 着順・無料〕 主催= 足立区・
足立区教 育委櫚会・足立区保護司
会・足立区 更生保護婦人会・足 立

区保護観察協会・足立区BBS 会
問先こ千住本庁舎・民生係
S3882 ―1111( 代)

※ 社会を明るくする運動とは…

「社会を明るく する運 動」は、す
べての国民 が、犯罪の防止と罪を
犯し た人たち の更生につ いて理解
を深め、それ ぞれの立場において
力を 合わせて 犯罪のな い社会を築
こうとする 全国 的な運動です。7
月は強調月間とし て関係機関、地
域住民が連携し た全国的な運動が
展開されます。

綾瀬川
みんなで水質調査
綾瀬川をバスで回り、観察や調

査をとおして川を考えます。夏休
みの自由研究や区内のウオッチン
グにピッタリ。日時=7月22日　
( 金) 。午前8時30分～正午費
用= 無料 集合場所= 足 立区教 育
研究所( 旧 教育センタ ー) 前 対
象= 区内 在住・在 動・在学の方( 小
学生以上) 定員=45 人( 先着順)
申込= 電 話 申 ・問先= 環境課調
査S3880- 5375

区役所新庁舎
食堂経営者募集
営業場所= 区 役所新庁舎14階食堂
【中央本町1- 17- 】) 規模=
食堂面積… 373 ㎡、厨房 面積・・・130m'

営業開始= 平成8 年5 月以降
申 込期限=7 月20日 ※ くわしく
はお問い合わ せく ださ い 申・問
先= 千住本庁 舎・庁舎管理係
153882- 1111 ㈹

「あ だち広報」は再生紙を使 用し てい ます I . K240, 000


